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令和６年度 山形県公立大学法人 

第１回経営審議会           

第１回教育研究審議会（米沢栄養大学）  

第１回教育研究審議会（米沢女子短期大学） 

議事録 

 

１ 日 時  令和６年６月25日（火） 10:30～11：45 

 

２ 場 所  Ｂ号館 ２階会議室 

 

３ 出席者 

 ＜経営審議会＞ 

  （出席） 学内委員：阿部理事長、渡辺理事、大和田理事、松井理事、小池理事 

学外委員：加藤理事、清野理事、宮原委員、黒田（三）委員 

（欠席） 学内委員：金光理事 

       ※委員10名中９名出席、定款第16条の規定により会議成立 

＜教育研究審議会（米沢栄養大学）＞ 

  （出席） 学内委員：阿部学長、大和田理事、成田委員、吉田委員、安部委員 

      学外委員：清野理事、吉池委員、熊谷委員 

（欠席） 学内委員：金光理事 

※委員９名中８名出席、定款第20条の規定により会議成立 

＜教育研究審議会（米沢女子短期大学）＞ 

  （出席） 学内委員：阿部学長、松井理事、小池理事、吉田委員、西川委員 

      学外委員：清野理事、黒田（充）委員 

  （欠席） 学外委員：結城委員 

※委員８名中７名出席、定款第20条の規定により会議成立 

＜監事＞ 

（出席） 髙石監事、羽生田監事 

＜事務局職員＞ 

（出席） 鈴木次長、井渕課長、佐藤課長、佐々木専門員、阿部主査、髙橋主査、川越主査 

 

４ 議事録署名人の指名 

  阿部理事長から、清野理事（経営審議会）、大和田理事（教育研究審議会[栄養大]）、吉田委員

（教育研究委員会[米短大]）の３名が議事録署名人に指名された。 

 

５ 報 告 

(1) 理事長・学長の職務代理者について 

事務局から報告資料１により報告がなされた。 

(2) 令和５年度 卒業者の進路状況について 

事務局から報告資料２により報告がなされた。 

清野理事から、米短大の就職率が県内外ともに前年度を下回っており、一般的に言えば世の中

コロナが終息し人手不足の中で求人倍率が1.5を超える地域もあったと思うが、就職率が100％に

なっていないのは学生の希望と企業がミスマッチしているのか、それに対してどのような形でフ
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ォローしているのかとの質問があった。これに対し、小池理事から、売り手市場で学生が引く手

あまたという状況にあるが、特に自分の地元に帰って就職したいという強い希望がある場合、な

かなかマッチングが難しくそれが数字に表れているのではないかと考えている。県内での合同就

職説明会や特定の企業の説明会には学生は興味を持って参加しており、特に米短を選んで入学し

た県内出身の学生は県内や東北で就職を考えている学生が多く、県内や地域の企業について、例

えば商工会議所にもきちんと発信していただき、学生と企業のマッチングの機会を増やしていき

たいとの回答がなされた。清野理事から、県内企業について学生や親御さんに知っていただくこ

とが大事だと思うので、引き続き取り組みをお願いしたいとの発言があった。 

 (3) 令和６年度 入学者について 

  事務局から報告資料３により報告がなされた。 

  宮原委員から、米短大の合格者322名と入学者239名の乖離をどう解釈しているかとの質問があ

った。これに対し、小池理事から、一般入試の合格者の歩留まりがあまり良くなく、国公立大学

と併願し前期で合格している場合はそちらに行ってしまい、それが数字に影響を与えているとの

回答がなされた。阿部理事長から、一般入試以外の総合型選抜（ＡＯ）などの高校から推薦され

て入ってくる学生と違い、一般入試は共通テストを見ながらやるわけだが、受験する学生は国立

大学と併願している場合が多く、合格するとそちらに行ってしまうため入学者が減ってしまうと

の発言があった。また、宮原委員から、それは理解しているが、改めて米短大の魅力や憧れとは

何かを考えることも必要なのではないかとの発言があった。これに対し、阿部理事長から、どう

しても米短に来たいという学生を確保していってほしい、魅力の発信も含め先生方には様々な努

力をしてほしい、高校訪問では関東地域にも行ってもらっているが、それで魅力がどこまで伝わ

っているか、米短でもう少し考える必要があるのではないかとの発言があった。小池理事から、

米短大の魅力としては、学生数が少ないことから、学生と教員の距離が近く親身に指導できるこ

とを高校には受け取っていただいているが、それ以上に専門教育を行っている４つの学科がある

ことを強く打ち出し、編入学だけではなく、就職においても力を入れていることを魅力として発

信していきたいと考えているとの発言があった。松井理事から、魅力発信の方法として、毎年新

入生にアンケートを取っており、今までは高校の先生の薦めで受験した学生が多かったが、ＨＰ

を見て受験した学生も多くなったことから、魅力を作るということと発信の手段としてＨＰも改

善していきたいとの発言があった。小池理事から、ＨＰやＳＮＳでの発信については、学生が主

役というところを表に出し、学生の地域活動やスポーツでの活躍をきちんと発信していきたいと

考えていると発言があった 

  黒田（三）委員から、現場の人間として感じた印象では米短大には大変魅力があると思う、子

供が四大に入れなかったお母さん達から、このような高い編入学率の短大があることを聞いてい

たら子供に推薦していたという声が複数ある、仕事上親の意向が子供の進路に影響を与えている

ことが多くあることを感じており、40代前半の親の世代にも米短大がいかに良い大学で編入学率

も優秀だということが届くようにして、家庭でも話題に上るようになれば良いと思うとの発言が

あった。 

  吉池委員から、栄養大、米短大とも前年度と比較した数値を示しているが、過去10年間のトレ

ンドについて業務実績報告書には18歳人口の変動が要因との記載があり、大学内で十分分析して

いると思うが、もし必要があれば外部の者が入る審議会において経営的な側面も含めてデータ解

釈を示していただけると多少役に立てるのではないかと思っている。栄養大についても、全般的

に管理栄養士への興味関心、18歳人口の減少、偶然の変動、大学そのものへの評価など様々な要

因があり解釈が難しいが、長い期間のデータを見ることによって、課題解決に向けての方向性

や、あるいはＰＲを薄く広くするのか、仮想的なセグメントに対してピンポイントで訴求するの
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か、青森県立保健大学では検討していかなければいけないと考えており、機会があればそのよう

な議論もできればと思っているとの発言があった。これに対し、阿部理事長から、10年間のデー

タを示すことはできるので次回に向けて検討させていただきたい、仮想されるセグメントに向け

た広報については大変重要なご指摘であるので今後さらに考えたいとの発言があった。 

 (4) 山形県立米沢栄養大学教員の公募について 

  事務局から報告資料４により報告がなされた。 

 

６ 協 議 

(1) 理事長選考会議委員の選出について 

事務局から協議資料１により説明がなされた後、米沢栄養大学理事長選考会議委員の選出につ

いて協議がなされ、経営審議会の宮原委員より経営審議会選出委員として、加藤理事、渡辺理事

が推薦され、全会一致で選出された。また、教育研究審議会（米沢栄養大学）の成田委員より、

教育研究審議会（米沢栄養大学）選出委員として、熊谷委員、吉池委員、大和田理事が推薦さ

れ、全会一致で選出された。 

引き続き、米沢女子短期大学理事長選考会議委員の選出について協議がなされ、経営審議会の

小池理事より経営審議会選出委員として、渡辺理事が推薦され、全会一致で選出された。また、

教育研究審議会（米沢女子短期大学）委員の小池理事より教育研究審議会（米沢女子短期大学）

選出委員として、松井理事が推薦され、全会一致で選出された。 

(2) 山形県公立大学法人 令和５年度 業務実績報告について 

事務局から協議資料２により説明がなされ、案のとおり承認された。 

黒田（三）委員から、私が会長をしている米沢市国際交流協会では全面的に社会実装するため

に様々な協力を行っているが、この地域の中に社会実装を支援してくれる大人達がいることを大

変素晴らしいと思っている。米沢青年会議所主催の地域イベント「ミナミハラアートウォーク」

では、私の自宅を会場にしたインキュベーションカフェを実装した栄養大の学生３名のうち２名

が県内の病院と米沢市役所の管理栄養士になっており、地域の大人と関わりを持って社会実装さ

せ自己実現していくことがこの地域に残るということに対して影響を持っていることを実感して

いる、この大学は教員だけでなく事務職員もすごく学生を支援しており素晴らしいところだと感

じているとの発言があった。 

吉池委員より、ヨガ体験講座の具体的な運営の仕方と今後の展開について質問があった。これ

に対し、阿部理事長から、大学の中にヨガを指導できる職員がおり、以前は授業の中で行ってい

たが評判が良かったため、教職員や学生にもヨガを体験する機会を大学として設け定期的に行っ

ているとの回答がなされた。 

 (3) 第15期事業年度（令和５年度）事業報告及び決算報告について 

事務局から協議資料３－１により説明がなされた後、髙石監事より協議資料３－２により監査

報告がなされ、案のとおり承認された。 

 (4) 令和６年度補正予算（第１号）について 

事務局から協議資料４により説明がなされ、案のとおり承認された。 

(5) 山形県立米沢女子短期大学名誉教授称号の授与について 

  事務局から協議資料５により説明がなされ、案のとおり承認された。 

(6) 大学認証評価及び短期大学認証評価に係る改善報告書（修正案）について 

  安部委員、西川委員から協議資料６により説明がなされ、案のとおり承認された。 
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７ その他 

(1) 令和７年度山形県公立大学法人事務局職員の採用について 

事務局からその他資料１により説明がなされた。 

(2) 山形県立米沢栄養大学開学10周年記念事業について 

大和田理事からその他資料２により説明がなされた。 

(3) 今後の審議会の開催日程について 

事務局からその他資料３により説明がなされた。 

 

 

 

【配付資料】 

○報告資料１   理事長・学長の職務代理者について 

○報告資料２   令和５年度卒業者の進路状況について 

○報告資料３   令和６年度 入学者について 

○報告資料４   山形県立米沢栄養大学教員の公募について 

○協議資料１   理事長選考会議委員の選出について 

○協議資料２   山形県公立大学法人 令和５年度 業務実績報告について（別冊） 

○協議資料３－１ 第15期事業年度（令和５年度）事業報告及び決算報告について 

○協議資料３－２ 令和５年度 監査報告書 

○協議資料４   令和６年度補正予算（第１号）について 

○協議資料５   山形県立米沢女子短期大学名誉教授称号の授与について 

○協議資料６   大学認証評価及び短期大学認証評価に係る改善報告書（修正案）について 

○別   冊   山形県公立大学法人 令和５年度 業務実績報告書（案） 

○その他資料１  令和７年度山形県公立大学法人事務局職員の採用について 

○その他資料２  山形県立米沢栄養大学開学10周年記念事業について 

○その他資料３  今後の合同審議会の開催日程について 

 

 

 

 

議長 理事長(兼)学長                

 

 

議 事 録 署 名 人                

 

 

議 事 録 署 名 人                

 

 

議 事 録 署 名 人                


